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新仁義なき戦い　組長最後の日 (1976)

メディア 映画

ジャンル アクション  任侠・ヤクザ 

製作国 日本

色彩 Color

時間 91分

初公開日 1976/04/24

【解説】
　高田宏治のオリジナル脚本を深作欣二が監督した「新仁義なき戦い」シリーズ第三作にして最終作。
　麻薬の密売人同士のトラブルから売春婦が殺害されたことをきっかけに、米元組と河原組との抗争が
勃発。米元組の後ろには大阪の坂本組がついていた。岩木組は河原組と同じく九州・下関・広島の連合
組織「七人会」の下部団体だったが、組長がヒットマンに殺され野崎修一が跡目を継ぐことになった。
組長殺害が米元によるものと睨んだ野崎は、子分を引き連れ大阪へ乗り込む。しかしその間に小倉では
七人会が坂本組と手打ちをしていた。それを知らぬ野崎は殺し屋ジョーを使って米元の妾と子分を殺し
てしまう。今回の一件は野崎の独断だとされ、野崎は坂本組からも七人会からも命を狙われてしまうの
だった。

【クレジット】
監督 深作欣二 Kinji Fukasaku

企画 日下部五朗

橋本慶一

奈村協

脚本 高田宏治

撮影 中島徹

美術 雨森義允

編集 市田勇

音楽 津島利章

助監督 野田和男

出演 菅原文太

成田三樹夫

松原智恵子

和田浩治

藤岡琢也

小沢栄太郎

桜木健一

地井武男


